生活衛生豆知識№5
遺伝子組換え作物とは何

我が国は食糧の半分以上を海外に依存しているのが現状です。世界的には遺伝子組換え作物の作付けが急激に増大しています。そこで、遺伝子組換え作物を簡単に説明します。

遺伝子組換え作物とは
害虫に強かったり、除草剤に強い作物を作るために、遺伝子に有用な遺伝子を生物工学（バイオテクノロジー）的に組み込み作られた作物です。利点は早く確実に作ることが出来ます。

品種改良との違いはどうなのですか

　今までは生物学（バイオロジー）的に、花のオシベとメシベを交配することにより、有用な遺伝子を取り込み病気に強かったり、寒さに強い作物を作っていました。日本での「米」の品種改良は世界的にも有名で，南方系の米が寒い北海道でも作れるようになりました。しかし、開発に時間がかかるのが欠点でした。生物学的に行っていたので、安全性は一応確保されていました。

遺伝子組換え作物の問題点は
　生物工学的に遺伝子を組み込むため、人間に毒性を持ったり、アレルギーの原因となるなど予期しない遺伝子が組み込まれる可能性があります。そこで、我が国においては安全性を審査したもののみを認めています。

安全性の審査のポイント
①　遺伝子を組み込む前の作物は、長い間食べられていて、安全性が確認されたものか

②　組み込まれた遺伝子は、由来とその働きがわかっていて毒性がないものか

③　組み込まれた遺伝子は途中で変化せず、目的のタンパク質しか作らないか

④　組み込まれた遺伝子が作るタンパク質は胃腸中で消化され、毒性を持ったりアレルギーの原因になったりしないか

⑤　遺伝子を組み込んだことにより、予期しないものが作られないか

⑥　遺伝子を組み込んだことにより有害成分が増えないか、また各種栄養素に増減はないか

⑦　栄養素に増減が見られた場合には、それが健康に悪影響を及ぼす心配はないか

＊　必要に応じて動物を使った毒性試験などを行います

どんな作物が審査され、国内に流通していますか
　じゃがいも、大豆、とうもろこし、なたね、わた、てんさい（さとうだいこん）

食品の表示方法はどうするのですか
①　遺伝子を組換えた作物の場合、原材料の名称のあとに（遺伝子組換え）
②　非遺伝子組換え作物と遺伝子を組換えた作物が混ざっている場合（遺伝子組換え）あるいは（遺伝子組換え不分別）　と表示することになっています。

　　しかし、高熱等で組換え遺伝子及びタンパク質が分解、除去されている食用油、醤油、コーンフレーク、マッシュポテトなどは表示対象外になっています。

非遺伝子組換え作物に遺伝子組換え作物が混入している可能性はないのですか
　非遺伝子組換え作物であっても栽培場所の付近に遺伝子組換え作物があれば、花粉が飛んできて交雑する可能性があります。トウモロコシの花粉が250ｍまで飛んだという報告があります。輸入業者は作付け、保管、輸送等の証明書を確認して輸入しています。米国産大豆の場合、98％保証で輸入していると聞いています。
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